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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 7,166 7.7 136 10.3 236 37.4 84 24.4

2022年3月期第3四半期 6,656 7.5 123 △71.8 172 △66.5 67 △69.9

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　281百万円 （72.7％） 2022年3月期第3四半期　　162百万円 （△54.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 12.48 ―

2022年3月期第3四半期 10.03 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第3四半期 15,792 11,251 71.2 1,663.00

2022年3月期 15,805 11,106 70.3 1,641.45

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 11,251百万円 2022年3月期 11,106百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 20.00 20.00

2023年3月期 ― 0.00 ―

2023年3月期（予想） 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,500 3.2 200 49.2 250 37.0 200 12.0 29.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 7,708,000 株 2022年3月期 7,708,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 941,966 株 2022年3月期 941,966 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 6,766,034 株 2022年3月期3Q 6,766,034 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です



○ 添付資料の目次

1. 当四半期決算に関する定性的情報………………………………………………… 2 
(1) 経営成績に関する説明………………………………………………………… 2 
(2) 財政状態に関する説明………………………………………………………… 2 
(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明…………………………… 3 

2. サマリー情報（注記事項）に関する事項………………………………………… 4 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動……………………… 4 
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用……………………… 4 
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示…………………… 4 

3. 四半期連結財務諸表………………………………………………………………… 5 
  (1) 四半期連結貸借対照表………………………………………………………… 5 

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書…………………… 7 
四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間…………………………………………………… 7 
四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間…………………………………………………… 8 
(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)……………………………………………… 9 
(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)……………………… 9 

1



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な金融引き締め等を背景と

した海外景気の不安定がわが国の景気を下押しするリスクとなっておりますが、ウィズ

コロナの新たな段階への移行が進められる中、景気が持ち直していくことが期待されて

おります。当社グループが属する業界においても、海外拠点で生産または調達を行って

いる商品及び部品は円安の進行により購買コストが上昇し、加えて需要構造の変化や価

格競争の更なる激化が予想され、今後とも厳しい経営環境が続くと思われます。 

こうした状況下、当社グループは、適正なマージン確保に向けた価格改定を打ち出す

と共に、新しいニーズに対応する新製品の開発などを進め、持続的な成長軌道の回復に

向けた基盤づくりにも取り組みました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、7,166,270 千円（前年同四半期比

7.7％増）、営業利益は 136,184 千円（前年同四半期比 10.3％増）、経常利益は 236,882 千

円（前年同四半期比 37.4%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 84,412 千円（前年

同四半期比 24.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて 0.1％減少し、10,997,546千円となりました。
これは主に、現金及び預金が 936,324千円減少し、また商品及び製品が 754,670千円増加
したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて 0.0％減少し、4,795,445 千円となりました。
これは主に、減価償却等によって建物及び構築物が72,009千円減少したことによります。
この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて 0.1％減少し、15,792,992千円となり
ました。

（負債）

  流動負債は、前連結会計年度末に比べて 1.7％減少し、3,290,661 千円となりました。
これは主に、未払法人税等が 75,118千円減少したことによります。
固定負債は、前連結会計年度末に比べて 7.6％減少し、1,250,441 千円となりました。
これは主に、役員退職慰労引当金が 130,763千円減少したことによります。
この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて 3.4％減少し、4,541,102 千円とな
りました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 1.3％増加し、11,251,889 千円となりました。
これは主に、為替換算調整勘定が 159,447千円増加したことによります。
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この結果、自己資本比率は 71.2％となりました。 
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022 年５月 12 日の決算短信で公表いたしました通期
の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示等 

該当事項はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

当第３四半期連結累計期間（自 2022 年４月１日 至 2022 年 12 月 31 日） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

    当第３四半期連結累計期間（自 2022 年４月１日 至 2022 年 12 月 31 日） 

該当事項はありません。 
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